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品質管理と数学② 
≈ ◓ꜝⱨ  

 
  

     
 ─◓ꜝⱨ─  
ↄ─ ╛ ≢ ↕╣≡™╢≤⅔╡⁸ ⌐ ∆╢ ╛ ⌐ ⇔⁸ ⇔

≡™╢ │ ⌂™⁹ ─ ╙⁸ ◓ꜝⱨ⌐ ∆╢ │╒≤╪≥⌂™⁹

╛ ≢ ╩ ╪≢™╢ ≢↕ⅎ⁸ ─√╘─◓ꜝⱨ╩ ↄ─⅛╩ ╠⌂↑╣┌⁸◓

ꜝⱨ╩ ™√↓≤╙╒≤╪≥⌂™⁹ ↕╣√◓ꜝⱨ⅜ ╩ ⇔≡™╢─⅛╙ ╠⌂™⁹↓

─╟℮⌂ │ ╩│∂╘⁸ ₁⌂ ─ ⌐ ⌐◓ꜝⱨ╩ ⅛∑╢ ╩

⇔√╡⁸◓ꜝⱨ╩ ⇔√ ⌐ ↄ ∂√⁹ 
∕↓≢⁸ⱥ☻♩◓ꜝⱶ⅛╠ ╕╢ ─ ⌐ ╢ ⌐⁸ ⌂◓ꜝⱨ⌐≈™≡─

╛ ╩ ∫√⁹ 
 
 ◓ꜝⱨ ─  
 ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝⁸ ╢ ⌐≤∫≡╙ ♃כ♦≢ ─ ╩≈⅛╗↓≤⅜≢⅝⁸

╦⅛╡╛∆ↄ⁸ ╩ √∑╛∆™≤™℮≤↓╤⌐◓ꜝⱨ─ ⅜№╢⁹╕√⁸ ╛

─◓ꜝⱨ╩ ℮↓≤≢⁸ ╩ ≢ ─♃כ♦⁸╣╠╘ ⅜≢⅝╢≤↓╤╙№╢⁹ 
◓ꜝⱨ│♦כ♃╩ ⇔√╡⁸ ╩ ⇔√╡⁸ ⌐ ⇔√╡⁸ ─ ─√╘

⌐◓ꜝⱨ⅜ ╩♃כ♦⁸│╣⧵⁹╢╣╠™ ≢ ∆↓≤≢⁸ ─ ⅝↕╛ ╩

⇔√╡⁸ ⅜ ∆╢ ╩╦⅛╡╛∆ↄ∆╢≤↓╤⌐⁸◓ꜝⱨ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 
 
 ◓ꜝⱨ─  
 ╩ ∆⅛⁸ ╩ ⇔√™─⅛⌐╟∫≡⁸ ™╠╣╢◓ꜝⱨ─ ⅜ ╕╢⁹ 
 

目的 種類 特長 

数量の大きさを比較する 棒グラフ 
一定の幅の棒を並べ、その棒の長短によって数

値の大小が比較できる。 

数量の変化の状態を見る 折れ線グラフ 
線の高低により、数値の大小が比較できるとと

もに、時間の経過による変化がわかりやすい。 

円グラフ 

全体を円で表し、内訳の部分に相当する割合

で、扇形に区切ったもの。全体と部分、部分と

部分の割合がわかりやすい。 

内訳の割合を見るグラフ 

帯グラフ 

２つ以上の内訳を比べる時に使う。全体を細長

い長方形の帯の長さで表し、それを内訳の部分

に相当する割合で区切ったもの。 
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◓ꜝⱨ 
 《棒グラフの例》 

 
 
 
《確認しておきたいこと》 

ア 棒の幅 

≡ ∂ ⌐∆╢⁹ 

イ 棒の間隔 

─ ⅛⁸∕╣ ⌐∆╢⁹√∞⇔⁸ ↄ⇔∆⅞╢≤ ⌐ↄↄ⌂╢⁹ 

ウ 棒の並べ方 

⌐│ ⅝⌂ ⅛╠ ⌐ ═╢⁹ ╛ ╩ ≤∆╢ │⁸∕

─ ≢ ═╢  

エ 基軸線 

─ ─ │ ∏ ⌐⇔⁸ ⌐♀꜡⌐≤╢⁹ 

オ 目盛線 

⌐ ™ ה ╩ ╣╢⁹ │ ⅜ ╖╛∆™ ⌐∆╢⁹ 

カ 目盛の数字 

ᵑ ◓ꜝⱨќ ⌐ ↄ⁹ 

ᵒ ◓ꜝⱨќ ⌐ ↄ⁹ 

キ 数字の単位 

ᵑ ◓ꜝⱨ ─ ─ ─ ⅛ ⌐ ↄ⁹ 

ᵒ ◓ꜝⱨ ─♀꜡─ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

β ╩ ─ ⌐ ↄ ╙№╢⁹ 

ク グラフの縦と横との釣り合い 

─ ─ ⅜≤╣≡™╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

（平成17年国勢調査より） 

単位 

０は基軸線

の位置に。 

項目は等間隔に。 

表題は必ずつける 

基軸線 
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╣ ◓ꜝⱨ 

 
 

《確認しておきたいこと》  

ア 横軸と縦軸 

⌐ ⁸ ⌂≥ ⁸ ⌐ ╩≤╢⁹ 
イ 基軸線 

≢ ⌐ ↄ⁹ ╩ ≤∆╢─⅜ ≢№╢⅜⁸ ─ ∞↑╩ ╢≤⅝⌐

│ ─ ╩≤∫≡╙ ™⁹ 
ウ 目盛線 

⌐ ⌐ ╩ ╣╢⁹ 
エ 区画線 

⌐ ⌐ ≤ ∂ ↕≢ ╩ ╣╢⁹ 
オ 数値を示す点 

≢⅝╢∞↑ ↕™ ╩℮∟⁸ ≢≈⌂←⁹ 
カ 目盛の数字 

─ ─ ⌐ ↄ⁹ 
キ 数字の単位 

─ ─ ⌐ ⅝⁸╕√│ ⌐ ⅝∆╢⁹ 
 β ─ ⌐ ╘≡╙╟™⁹ 
ク 区画の数字 

╩ ≈ ⌐ ╦∑≡ ─ ⌐ ↄ⁹ 
ケ 区画の数字の単位 

─ ─ ⌐ ↄ⁹β ─ ⌐ ╘≡╙╟™⁹ 
コ 縦軸・横軸それぞれの説明 

─ ⁸ ─ ⌐ ↄ⁹ 

区画線 

点は○、×、△などを

使う。 

点と点の間は直線を

引く。 

基軸線 

ϴ  

（気象庁Ｗｅｂページより） 
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◓ꜝⱨ 

 
 
 
⅝  

▪ ⌂ ⅝↕─ ╩ ↄ⁹ 
▬ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 
► 360°⌐∕─ ╩⅛↑≡ ╩ ∆⁹ 
◄ ╩ ™ ─ ≢ ╢⁹ 
○ ╩ 36°∏≈⌐ ∫√ 10 ─ ╩≈↑≡⅔ↄ≤╟™⁹ 
 
《確認しておきたいこと》  

ア 区画の基線 

─ ⅛╠ ⌐ ™√ ─ 12 ─ ≤⇔⁸ ╡⌐ ∫≡™ↄ⁹ 
イ 区分 

⅝™ ⅛╠ ↕™ ┼≤ ⌐ ╡⁸₈∕─ ₉╩ ⌐ ↄ⁹ │ ⌐╟

╡Ɫ♇♅fi◓ ╙⇔ↄ│ ╩ ↄ ╙⇔ↄ│ ≢ ⇔⁸₈∕─ ₉│ ─╕

╕⌐⇔≡⅔ↄ⁹ 
ウ 内訳割合の表示 

─ ↕≢ ⅜ ↄ⅜⁸ ─ ⌐∕─ ─ ≤ ⌐ ╩ ⇔≡╙ ™⁹ 
エ 指示の線（引き出し線） 

─ ™ │⁸ ─ ⅝ ⇔ ╩≈↑≡ ─ ⌐ ╩ ↄ⁹ 
 
 

（平成１７年国勢調査より） 
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◓ꜝⱨ 
 

 
 
⅝  

▪ ─ ─ ↕╩ ╘╢⁹ 

▬ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

► ─ │ ─ ↕⌐ ∆╢⅛╠⁸ ─ ↕╩ 100≤⇔≡ ⌐╟∫

≡ ╢⁹ 

 

《確認しておきたいこと》  

 ▪ ─ ⅝↕─ ⌐ ∫≡⁸ ⅛╠ ┼⁹ ─ ⁸ ⅛╠ ₈∕─ ₉│⁸

─ ⁸ ⌐⅔ↄ⁹ 

 ▬ │ ⌐╟╡Ɫ♇♅fi◓ ╙⇔ↄ│ ╩ ↄ ╙⇔ↄ│ ≢ ⇔⁸

₈∕─ ₉│ ─╕╕⌐⇔≡⅔ↄ⁹ 

► ─ ╕√│ ⌐ ╕√│ ─ ╩≈↑╢⁹ 

◄ ─ ™ │⁸ ─ ╩≈↑≡ ─ ⌐ ┘ ╩ ↄ⁹ 

 
 ◓ꜝⱨ╩ ╢ ─  

▪ ◓ꜝⱨ≢ ∆↓≤⅜≢⅝╢ │⁸ ⅛╠ 3 ╕≢⁹ │ ∆╢⁹ 
▬ │ ∏≈↑╢⁹ │ ⁸ ╩└ↄ╟℮⌐ ⇔⁸◓ꜝⱨ─ ╕

√│ ⌐ ∆╢  
─♃כ♦ ► ╛ ╩ ⌐ ™√ ⌐ ↄ⁹ 
◄ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ │ ╣∏⌐ ⅝ ╗ 
─♃כ♦ ○ │ ⅝ ╕⌂™ 
◌ ↕™ ⅜ ™≤⅝│⁸╕≤╘≡₈∕─ ₉≤∆╢⁹ 

 

─ │  

（平成12年、17年国勢調査より） 
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 Ɽ꜠כ♩  
 ∕─ ╛ ⌐╟╡⁸ ₁⌂◓ꜝⱨ⅜ ∆╢⁹ ╙≤⌂♩כꜗ♅כ♄כ꜠╛
∕─ ≈≢№╢⅜⁸↓↓≢│⁸ ╛ ⌂≥≢ ™╠╣╢₈Ɽ꜠כ♩ ₉╩

∆╢⁹ 
 

Ɽ꜠כ♩ │⁸ ╩ ◓ꜝⱨ≢⁸ ╣ ◓ꜝⱨ ≤≢ ⇔√◓ꜝⱨ≢⁸
╛ ™⅜ ≢⅝ ╛ ─ ╡ ╖ ─ ⌂≥ ╩

⇔√™≤⅝⌐ ℮⁹ 
  ₈Ɽ꜠₉♩כ≤™℮ │⁸ ─▬♃ꜞ▪─ ≢№╢fl▫ꜟⱨ꜠♪ה
Ɽ꜠כ♩⌐ ∆╢⁹▬♃ꜞ▪⌐⅔™≡ ─ ∟⌐ ─ ─ ⅜
⇔ ╡─ ─ ⅜ ─ ⌐ ↕╣╢≤™℮ ─ ⅛╠ ╕╣√⁹ 
  
Ɽ꜠כ♩ ╩ ℮↓≤≢⁸ ─↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
1.どの項目が問題なのかを見つけることができる． 
2.問題の大きさの順位が一目で分かる． 
3.ある項目が全体のどの程度を占めているかを知ることができる． 
4.どの項目とどの項目を改善すれば，不具合をその程度解決できるかが分かる． 
5.問題の大きさが目で理解できるために説得力がある． 

 

 
 ↓─ ⅝≤⇔≡ 
 Ɽ꜠כ♩ ╩ ∆╢ ⌐⁸ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹Ɽ꜠כ♩ ╩ ↕∑╢
─ ≢⁸ⱥ☻♩◓ꜝⱶ╩ ∆╢ ⌐ ™╢₈ ₉╛₈ ₉╩ ∆╢↓≤≤⌂
╢⁹∕⇔≡⁸ⱥ☻♩◓ꜝⱶ╛₈ └→ ₉─ ┼≤ ╘╢ ≢№╢⁹ 

≈≠ↄ  
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